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２
月
26
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
31
日
間
に
わ

た
っ
て
３
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
定

例
会
で
は
、
国
に
よ
る
総
合
経
済
対
策
な
ど
の
補

正
予
算
や
、「
幸
せ
を
生
き
る　

新
時
代
・
福
知

山
づ
く
り
浸
透
予
算
」
で
あ
る
令
和
６
年
度
当
初

予
算
な
ど
45
議
案
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
審
査
委
員
会
で
は
、
国
の
補
正
予
算
な
ど

の
対
応
を
２
月
28
日
に
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算

な
ど
は
、
３
月
８
日
か
ら
13
日
ま
で
所
属
別
質
疑

を
行
い
、
集
中
的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

条
例
な
ど
の
議
案
は
、
各
所
管
別
委
員
会
に
お

い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
会
議
に
お
い
て
、
42
議
案
が
全

員
賛
成
、
３
議
案
が
賛
成
多
数
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案

ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
人
権
擁
護
委
員
の
候

補
者
の
推
薦
の
２
議
案
に
同
意
し
ま
し
た
。

請
願
に
つ
い
て
は
、
５
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、３
件
が
採
択
、２
件
が
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
の
「
福
知
山
市
議
会
議
員
の

請
負
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
」
を

可
決
、
同
じ
く
議
員
提
案
の
「
福
知
山
市
新
文
化

ホ
ー
ル
整
備
事
業
に
関
す
る
住
民
投
票
条
例
の
制

定
」
は
否
決
し
ま
し
た
。

意
見
書
に
つ
い
て
は
、「
介
護
・
障
害
福
祉
従

事
者
の
処
遇
改
善
と
人
材
確
保
を
求
め
る
意
見

書
」
な
ど
２
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
か
ら
議
長
不
信
任
決
議
案
が
提
出

さ
れ
、
可
否
同
数
の
た
め
副
議
長
の
裁
決
に
よ
り

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

会
派
代
表
に
よ
る
代
表
質
問
は
、
３
月
５
日
、

６
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

◇「まちづくり構想 福知山」の実現に向けた
令和６年度「幸せを生きる 新時代・福知山づくり浸透予算」可決

◇国の補正予算（デフレ完全脱却のための総合経済対策）への対応
安心・安全な教育環境の確保に向け、小・中学校の施設改修・環境
改善事業などを迅速に可決

3月定例会で決まった主な案件
令和６年度当初予算	 （万円未満切捨） 

◇一般会計予算	 461億7000万円
◇特別会計（9会計）予算	 182億8283万円
◇企業会計（3会計）予算	 342億1370万円

令和５年度補正予算
◇一般会計予算・特別会計（2会計）予算	 3億9811万円
・小学校施設改修事業、小・中学校施設環境改善事業	 1億4649万円
（小学校体育館照明器具のLED化工事、小・中学校の便所改修工事）
・林道施設災害復旧事業（令和5年台風第7号により被災した林道施設の復旧工事）	 3142万円
・公共交通維持改善事業（民間バス事業者および自主運行バス事業者への補助）	 7877万円
・自立支援給付（障害福祉サービス等）事業（障害者総合支援法に基づく自立支援給付の増額）	1億5517万円
・除雪関連事業（除雪費用の増額）	 8330万円

条例 
◇福知山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定
◇福知山市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正　ほか

その他
◇「第2次福知山市自殺対策計画」「福知山市スポーツ推進計画（中間評価・見直し）」の策定
◇工事請負契約の変更（六人部地域公民館・体育館大規模改修工事）
◇物品の取得（小学校教師用指導書）
◇財産の無償貸付（旧有仁小学校の建物・土地、旧三岳青少年山の家の建物・土地）
◇市道の認定及び路線変更　ほか

人事議案 
◇人権擁護委員の候補者の推薦（2人）

採択した請願
◇国に対して、緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書提出に関する請願
◇夜久野支所（ふれあいプラザ）の「国旗と市旗の掲揚」に関する請願
◇福知山市新文化ホール整備事業の推進に関する請願

可決した議員提案
◇福知山市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定

意見書
◇介護・障害福祉従事者の処遇改善と人材確保を求める意見書
◇緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書

３
月
定
例
会
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補正予算額 7877万円

補正予算額 5880万円

補正予算の主な審査内容を掲載します。

金額の差で最も影響が大きいのは、足
場の有無で、高い天井の体育館は工事
費が高くなっている。また、照明の数に
よっても灯数に比例した工事費となって
いる。LED化の進捗率は、現在２８％で
あるが、今後教室などについても、順次
LED化を進めていく予定である。

A

教育総務課

公共交通維持改善事業

地域住民の生活路線を確保するために市内で路
線バスを運行する事業者に対して支援

毎年3月議会で予算補正してい
るのはなぜか。

Q

バス運行者の会計年度が10月から9月
となっており、行政年度と異なっている
ため、令和5年9月までの実績を確定した
後、国･府の補助を除いた額を３月補正で
精査して予算補正しているためである。

A

都市・交通課

小・中学校特別教室の便所の改修

補正予算額（小学校・中学校合わせて） 8769万円

補正予算額 1210万円

府営事業として現在二つのため池の改
修事業を実施中であるが、今回、国の補
正予算を活用して京都府から事業費増
額の内示を受けたことから、令和６年度
予算の前倒しとして福知山市の負担金
を増額補正するものである。

ため池等農地災害危機管理対策事業

農業生産の維持や農業経営の安定化および地域
住民の安心・安全の確保を図る

A

農政課

小学校1校、中学校1校の特別教室に付随する児
童生徒用便所ならびに教職員用便所の改修工事
を行い学校環境を改善

国の補助は、工事部分の面積に対し
て金額の上限額が決まっており、１平
方メートル当たり４０万１千円の補助と
なっている。

A

教育総務課

本年度当初予算に、さらに上乗
せして増額した理由は。

Q

（補正後の予算総額 1922万円）

（補正後の予算総額 1億3173万円）

（補正後の予算総額 9920万円）

令和5年度 補正予算審査

小学校体育館の照明器具のLED化

子どもたちが安心・安全に過ごすための教育環境
の確保

学校ごとの工事費算出の違いと
今後の整備計画は。

Q

国の補助対象分の具体的な内容は。Q

予
算
審
査
報
告
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地域おこし協力隊活用事業

予算審査委員会
録画配信は
こちらから

地域の一員として活躍する地域活性化人材を
全国から募集

三和荘等施設管理運営事業介護人材の確保・育成・定着に
向けた支援

地域交流の拠点として再始動
令和6年4月にリニューアルオープン

予算額 1634万円

予算額 1951万円 予算額 5591万円

地域おこし協力隊制度とは
都市地域から過疎地域など
の条件不利地域に住民票を
移動し、生活の拠点を移した
者を、地方公共団体が「地域
おこし協力隊員」として委嘱
します。隊員は、おおむね1年
以上3年以下の期間で種々の
「地域協力活動」を行いなが
ら、その地域への定住・定着
を図る取り組みのことです。

高齢化が進み、介護が必要な方の増加が見込
まれる中、介護人材の不足への対処

介護人材不足についての要望が一番多く
あるが、簡単に課題解決できることが難し
いところもあり、短期的な即効性の対策と
中長期的な視点も含めて総合的な取り組
みを継続する必要があると考えている。

協力隊員をどこに受け入れるのか。Q

197項目 28時間26分

幸せを生きる
新時代･福知山づくり浸透予算

予算審査委員会
での審査

令和６年度予算審査

三和町川合地区、大江町河守上地区、
中六人部地区、3地域の活動団体を
予定している。

A

まちづくり推進課

歳入・歳出で事業当初から
3千万円以上の歳出超過である
が見通しは。

Q社会福祉施設連絡協議会からの要
望は、また、それに対する対応は。

Q

市民の皆さまに多く使っていただく施
設であり、年間3千万円超の費用はか
かっているが、経費を節約しながら運
営していきたい。

A

三和支所

A

高齢者福祉課

アドバイザーを招いての勉強会

予
算
審
査
報
告
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帯状疱疹ワクチン接種事業

NEXTふくちやま産業創造事業

帯状疱疹ワクチン接種にかかる費用のうち、ワ
クチン代相当の半額を助成

コロナ禍による社会価値の変化を踏まえ、持続可能
な経済社会の担い手となるスタートアップ企業の創
出に取り組み、地域内外の人や企業が繋がる「地域
間ネットワーク」を生み出すことで、次世代を担う
新たな企業や産業の創出、集積を目指す

ゼロカーボンシティ推進事業

2050年までに温室効果ガス排出量実質ゼロと
するゼロカーボンシティの実現を目指す

アクティブシティ推進事業
市民の身体活動（運動やスポーツなど）を盛んにする
ことで、誰もが心身ともに健やかで豊かな生活を送
ることができるまちの実現に向けた取り組み、および
市オリジナルアプリ「福知山KENPOS」の活用推進

予算額 1076万円予算額 786万円

予算額 1369万円予算額 1773万円

負担金補助と交付金930万円の内訳は。Q

NEXT産業創業プログラムに関わっ
て連携している福知山公立大学へ委
託するものである。

850万円が「ふくぽ」のポイントの原
資になっており、80万円は、アクティ
ブシティ推進に関わる市内の団体に
支援するための補助金となっている。

普及活動補助制度の内容は。Q

ゼロカーボンを達成していくための
大きなプレーヤーである産業界に
向けて連続講座を実施して、脱炭素
に関わる研修を計画している。

効果や持続性、金額などを医療機関
と十分ご相談の上、ご自身に合ったも
のを選択していただきたいと考えて
いる。

A

健康医療課

A

産業観光課

A

健康医療課

A

エネルギー・環境戦略課

対象者がワクチンを選択する
判断材料は。

Q

NEXT産業創造プログラムの
委託先は。

Q

ビケン
乾燥弱毒生水痘ワクチン

シングリックス筋注用
乾燥組換え帯状疱疹ワクチン

予防効果 約50〜60％ 50歳以上：97.2％
70歳以上：89.9％

持続期間 接種から7年程 接種後10年目まで
確認されている

接種回数 1回 2回

ワクチン代 1回8,000円程度 1回20,000円以上、
2回で40,000円以上

接種料金 8,000円〜10,000円 20,000円〜30,000円

予
算
審
査
報
告
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福知山市動物園活性化事業

「鉄道のまち福知山」観光促進事業

昭和53年の開園より45年が経過していること
から、施設の老朽化対策として授乳室を併設し
たトイレの建て替えや幼児用遊具の整備、新た
な動物の購入などで利便性を向上させる

JR福知山駅開業120周年および福知山鉄道館フ
クレル開館１周年を記念したイベントを実施し、
「鉄道のまち」をPR

市立学校アナザークラス（Ａ組）
開設事業

所属する学級などになじめず、別室や放課後に
登校する児童生徒に対して、教育機会確保法の
趣旨を踏まえ、効果的な支援や多様な学びの場
の確保をするためアナザークラス（Ａ組）を設置

小学校水泳指導委託事業

水泳指導の委託により安定的な授業実施と泳力
の向上、教員負担の軽減を実現
●温水プールでの専門指導員による授業実施…13校
●学校プールへの専門指導員派遣による水泳授業
実施…1校

予算額 3444万円予算額 140万円

予算額 595万円予算額 3994万円

このイベントの開催場所は。Q水泳指導委託料の積算根拠は。Q

水泳指導については、児童数３６４０人
に１人１回当たり２千円で授業を４回
行う予定で積算している。

マーラは、カピバラ
と同じげっ歯類テ
ンジクネズミ科に属
し、ウサギのように
大きな耳と細長い
前足を持った動物

会場に関しては、昨年度実施した鉄道の
日フェスティバルなど、まちなかの観光の
スポット巡りができるようなところをベー
スにして、ＪＲ西日本や福知山市の各関係
団体などに打診して決めていきたい。

マーラは、過去にも動物園で飼った経
過があり、飼育しやすいことと穏やか
で人に危害を加えないということで、
餌やり体験などにも最適と判断した。

新たに２校、桃映中学校、六人部中学
校に設置する方向で検討を進めてい
る。

A

都市・交通課

A

学校教育課

A

産業観光課

A

教育総務課

動物を選んだ理由と背景は。Q令和６年度に新たに追加される
学校はどこか。

Q

予
算
審
査
報
告
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総
括
質
疑

■
市
有
財
産
の
積
極
的
活
用

問　
平
成
24
年
度
に
解
散
し
た
土

地
開
発
公
社
の
継
承
土
地
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
状
況
は
。

答　
福
知
山
市
土
地
開
発
公
社
か

ら
本
市
が
継
承
し
た
土
地
84
件
に

つ
い
て
は
、
五
つ
に
分
類
し
、
整

理
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
一
つ
目

は
、
特
定
土
地
を
引
き
継
ぎ
売
却

す
る
も
の
、
二
つ
目
は
、
代
替
用

地
と
し
て
保
有
し
て
い
た
が
売
却

す
る
も
の
、
三
つ
目
は
、
事
業
用

地
と
し
て
保
有
し
て
い
た
が
事
業

を
見
直
し
売
却
を
す
る
も
の
、
四

つ
目
は
、
事
業
化
、
売
却
を
検
討

し
つ
つ
賃
貸
す
る
も
の
、
五
つ
目

は
、
事
業
用
地
と
し
て
活
用
す
る

も
の
と
し
て
い
る
。
売
却
可
能
な

土
地
か
ら
順
次
売
却
を
進
め
て
き

て
お
り
、
２
年
度
ま
で
は
第
３
セ

ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
償
還
の
財

源
と
し
、
償
還
終
了
後
の
令
和
３

年
度
以
降
は
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
基
金
に
積
み
立
て
、
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
推
進
に

係
る
施
設
整
備
な
ど
の
財
源
と
し

て
活
用
し
て
い
る
。

■
大
規
模
災
害
に
備
え
た
対
策

問　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の

教
訓
を
予
算
に
ど
う
生
か
す
の
か
。

答　
本
市
の
災
害
物
資
の
備
蓄
に

つ
い
て
は
、
京
都
府
の
公
的
備
蓄

に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
に
基
づ

き
、
重
点
備
蓄
品
目
を
京
都
府
と

共
同
で
備
蓄
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
７
年

度
ま
で
の
備
蓄
物
資
整
備
計
画

を
定
め
て
い
る
。
内
容
と
し
て

は
、
避
難
者
が
最
大
と
な
る
三

峠
断
層
地
震
に
よ
る
避
難
者
約

２
万
５
７
０
０
人
を
基
準
と
し
て
、

お
お
む
ね
24
時
間
に
必
要
と
さ
れ

る
食
糧
、
飲
料
水
な
ど
の
備
蓄
を

進
め
て
い
る
も
の
で
、
具
体
的
に

は
、
食
料
は
１
人
２
食
、
飲
料
水

は
１
人
１
リ
ッ
ト
ル
、
毛
布
は
１

人
１
枚
、
簡
易
ト
イ
レ
は
１
０
０

人
に
１
基
を
設
置
す
る
な
ど
、
公

的
整
備
の
基
準
を
設
け
て
い
る
。

■
京
都
府
で
は
１
位
に

問　
市
の
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

の
４
年
連
続
上
昇
の
要
因
は
。

答　
住
み
良
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
の
快

適
度
を
測
る
指
標
と
し
て
、
転

出
入
人
口
比
率
が
あ
り
、
総

務
省
の
統
計
で
は
、
そ
の
差

は
、
２
０
１
９
年
が
４
１
０

人
、
２
０
２
０
年
が
２
８
４
人
、

２
０
２
１
年
が
11
人
、
２
０
２
２

年
は
２
人
と
、
依
然
転
出
数
が
多

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
年
々
大
幅

に
減
少
し
て
き
て
お
り
、
本
市
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
の
成
果
が

表
れ
て
き
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。
令
和
６
年
度
予
算
で
は
、

新
し
い
人
の
流
れ
を
作
る
こ
と
で
、

子
育
て
世
代
の
転
入
促
進
や
福
知

山
Ｐ
Ｒ
戦
略
総
合
推
進
事
業
な
ど

に
お
い
て
、
市
内
外
へ
の
効
果
的

な
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
社
会

増
に
つ
な
が
る
施
策
を
実
施
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
存
続
の
危
機
に
あ
る
低
迷
す
る

自
治
会
活
動

問　
自
治
会
や
公
民
館
へ
の
予
算

支
援
は
。

答　
自
治
会
や
単
独
の
組
織
だ
け

で
は
解
決
が
困
難
な
地
域
課
題
に

対
し
て
、
包
括
的
に
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
地
域
づ
く
り
組

織
の
重
要
性
が
増
し
て
く
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
令
和
６
年
度
当

初
予
算
に
お
い
て
、
地
域
づ
く
り

組
織
活
動
支
援
事
業
交
付
金
の
人

件
費
相
当
分
を
増
額
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
実
情
に
寄
り
添
い
つ
つ
持
続

可
能
な
住
民
自
治
を
支
え
る
し
く

み
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
中
小
事
業
者
へ
の
支
援
策

問　
市
内
の
中
小
事
業
者
に
対
す

る
支
援
策
は
。

答　
本
市
の
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど

が
中
小
事
業
者
で
あ
り
、
中
小
事

業
者
が
元
気
で
あ
る
こ
と
が
ま
ち

に
活
力
を
生
み
出
す
基
盤
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
優
れ
た
人
材
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
経
営
の
安

定
化
が
前
提
と
な
る
こ
と
か
ら
、

経
営
の
維
持
お
よ
び
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
福
知
山
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
少
子
高

齢
化
に
伴
い
、
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
し
、
今
後
さ
ら
に
労
働
力
不

足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
か
ら
、
中

小
事
業
者
の
設
備
投
資
を
促
進
し
、

ま
ず
は
生
産
性
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
導
入
に
よ
る
業

務
効
率
化
な
ど
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
省

人
化
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
に
加
え
、
福
知
山
で

暮
ら
し
、
こ
こ
で
働
き
た
い
と
思

う
人
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

構
想
福
知
山
の
取
り
組
み
を
推
進

し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

討
論

反
対
討
論　
２
件

賛
成
討
論　
１
件

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
原
案
可
決

旧細見小学校中出分校を大阪 ･関西万博の
パビリオンとして移設するにあたり校舎出発
セレモニーを催して福知山をアピール

防災備蓄倉庫（有路下体育館）

シニアワークカレッジを開催

委
員
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主
な
質
疑
を
掲
載
し
ま
す
。

　 

総
務
防
災
委
員
会

■
財
産
の
無
償
貸
付

　
（
旧
有
仁
小
学
校
）

問
　
敷
地
法
面
の
除
草
な
ど
の
維

持
管
理
体
制
や
地
元
へ
の
説
明
は
。

答
　
こ
れ
ま
で
と
同
等
の
頻
度
で

維
持
管
理
し
て
も
ら
う
よ
う
協
議

し
て
い
る
。
地
元
自
治
会
に
も

し
っ
か
り
説
明
す
る
よ
う
募
集
要

項
に
記
載
し
て
お
り
、
議
会
の
議

決
後
に
地
元
に
入
り
、
説
明
し
て

も
ら
う
予
定
と
し
て
い
る
。

■
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行

政
の
推
進
等
に
関
す
る
条
例
の

制
定

問
　
電
磁
的
記
録
に
お
け
る
個
人

情
報
の
保
護
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
さ
れ
た
記
録
の
保
管
方
法
は
。

答
　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
申
請
シ
ス
テ

ム
を
使
用
し
、
行
政
専
用
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
も
整
っ

た
も
の
な
の
で
、
個
人
情
報
保
護

は
問
題
な
い
。
紙
を
使
わ
な
い
保

管
が
理
想
で
は
あ
る
が
、
決
裁
や

事
務
の
処
理
上
、
当
分
は
紙
と
デ

ジ
タ
ル
の
両
方
で
保
管
す
る
こ
と

に
な
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

教
育
厚
生
委
員
会

■
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

問
　
今
回
の
改
正
で
低
所
得
者
の

年
間
の
負
担
軽
減
額
は
。

答
　
第
一
、
第
二
、
第
三
段
階
の

区
分
に
該
当
の
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ

年
間
1
0
8
0
円
の
減
額
と
な
る
。

■
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

問
　
診
療
科
目
増
設
の
内
容
は
。

答
　
膠
原
病
内
科
は
京
都
府
立
医

科
大
学
病
院
か
ら
の
派
遣
医
師
で

対
応
し
て
い
た
。
今
回
、
新
た
に

2
人
の
医
師
が
着
任
す
る
。
ま
た
、

呼
吸
器
外
科
、
消
化
器
外
科
、
乳

腺
外
科
も
安
定
的
医
師
確
保
の
見

通
し
が
つ
き
、
こ
れ
ら
科
目
を
明

確
に
標
榜
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
変
更

（
六
人
部
地
域
公
民
館
・
体
育

館
大
規
模
改
修
工
事
）

問
　
六
人
部
地
域
体
育
館
の
床
下

地
に
つ
い
て
事
前
調
査
の
状
況
は
。

答
　
当
初
の
計
画
で
は
床
下
地
に

つ
い
て
再
利
用
で
き
る
と
し
て
体

育
館
表
面
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
張
り

替
え
の
み
で
あ
っ
た
。
施
工
が
始

ま
り
部
分
的
に
床
を
撤
去
し
た
結

果
、
下
地
の
腐
食
が
発
見
さ
れ
、

増
工
が
必
要
と
な
っ
た
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

　 

産
業
建
設
委
員
会

■
福
知
山
市
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
改
正

問
　
安
全
安
心
で
生
命
に
関
わ
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道
へ
の

影
響
は
。

答
　
国
が
示
す
、
水
質
衛
生
管
理

は
環
境
大
臣
、
水
道
整
備
は
国
土
交

通
大
臣
へ
移
管
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

知
見
を
生
か
し
た
所
管
変
更
で
あ
る
。

■
福
知
山
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

（
中
間
評
価
・
見
直
し
）
の
策
定

問
　
全
国
大
会
な
ど
出
場
目
標
が
、

令
和
4
年
度
実
績
の
59
件
に
対
し
、

令
和
10
年
度
に
1
8
0
件
と
大
幅

に
増
加
し
た
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
の
手
法
は
。

答
　
過
去
の
実
績
や
コ
ロ
ナ
の
影

響
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
勘
案
し
て

当
初
計
画
通
り
の
目
標
数
と
し
た
。

令
和
5
年
度
か
ら
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
招
聘
し
て
、
指
導
者
育
成
と
子

ど
も
た
ち
が
質
の
高
い
体
験
が
で
き

る
機
会
を
作
っ
た
。
技
術
を
伸
ば
し
、

目
標
を
達
成
し
た
い
。

■
福
知
山
市
温
水
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

問
　
旧
温
水
プ
ー
ル
の
跡
地
の
活
用
は
。

答
　
ガ
ラ
ス
張
り
の
特
殊
な
建
物

で
あ
る
こ
と
や
老
朽
化
が
著
し
く
建

物
の
再
利
用
は
不
可
能
と
判
断
し
、

解
体
後
に
利
活
用
を
検
討
す
る
。

反
対
討
論
、
賛
成
討
論

な
し

審
査
結
果

付
託
議
案
全
て
全
員
賛
成
で
可
決

市民の皆さんからの請願審査

■請願者／山段　誠 氏 ほか3人 
■目　的／国におかれては、緊急事態に対応できる法
令などの整備について、促進されることを求めます。    
■請願賛成討論　
「国民の命と暮らしを守る法整備」 藤本　喜章
　新型コロナウイルス感染症は国民の生活、医療、経
済などに影響を与え、気候変動などによる自然災害が
発生する可能性もある。今後、重大な緊急事態が発生
した場合、従来の法体系では対応できない恐れがあ
る。国民の命と暮らしを守るためにも課題整理し、国
民への説明責任や理解を得、法令などの整備を促進す

ることで賛成。
■請願反対討論　
「憲法9条改定につながり反対」 吉見　純男
　願意は、従来の法体系では対応できなくなるおそれ
があるとし、緊急事態に対応できる法整備を国に要望
するとなっているが、岸田政権による安保3文書改定と
大軍拡の中、戦争できる国づくりと一体に憲法そのも
のを改定し、第9条改憲とともに緊急事態条項の創設を
狙う流れに沿ったものとなり、人権侵害の恐れがあり
反対。
■議決結果／採択

請願第1号　国に対して、緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書提出に関する請願

※掲載文は、討論内容をもとに各議員が作成しています。
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■請願者／全日本年金者組合　京都・福知山支部
支部長　堀　昭子 氏 ほか1人   

■目　的／中等度以上（40デシベル以上）難聴者のた
めの補聴器購入に対する公的補助制度を福知山市でも
実施すること。併せて、国保特定健診に聴力検査を入
れることを求める。    
■請願賛成討論　
「補聴器購入に公的補助を」 小瀧　真里
　加齢による難聴が認知症のリスクを高めるといわれ
ている。補聴器を活用することで、コミュニケーショ
ンがとりやすくなり認知症予防につながる。それによ
り健康寿命が延び介護保険の財政負担が減る。このよ
うな投資的視点で補聴器購入に公的補助のしくみをつ
くり、高齢になっても自分らしく暮らせるまちを実現
すべきである。
「補聴器購入の補助で高齢者支援を」 中村　初代
　加齢による難聴者は75歳を超えると7割以上といわ

れ、友人や家族とのコミュニケーション能力の低下か
ら認知症のリスクも高まるといわれている。難聴者に
とって補聴器は必需品だが、高額で大きな負担であ
る。過度な財政負担にならないような制度設計で、市
が補聴器購入への補助を行い、高齢者を応援すること
が必要。
■請願反対討論　
「公的補助制度の確立を優先」 野田　晋介
　補聴器が個人や地域社会の生活の質を向上させる重
要な役割を果たすことは十分に理解できる。しかし、
市としての制度創設を考えるとするならば、公的補助
制度を確立し、市の財政や役割について十分に考慮す
る必要がある。制度が確立されていない中では財源の
見通しを立てることは困難であると考えるため本請願
に反対する。
■議決結果／不採択

請願第2号　中等度以上の難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度の実施に関する請願

請願第3号　夜久野支所（ふれあいプラザ）の「国旗と市旗の掲揚」に関する請願

■請願者／平田　勲 氏 
■目　的／福知山市庁舎（市役所、三和支所、大江支
所）は「国旗と市旗」が掲揚されている。夜久野所支
所においても同様の運用を求める。    
■請願賛成討論　
「3支所全てに掲揚が求められる」 森下　賢司
　本市の本庁舎と三和支所、大江支所には掲揚されて
いるのに夜久野支所には掲揚されていないのは不自
然。本来、本庁舎と3支所全てに掲揚されるのが望まし
い。願意に賛同し、速やかに掲揚設備設置の予算措置
をされ、早期の掲揚に至ることを求めて願意に賛成す
る。
「夜久野支所に国旗・市旗の掲揚を」 小原　彰紀
　国旗・市旗の掲揚は、国民および市民のアイデン

ティティの証であり、支所は市行政執行と市民サービ
スの窓口であり、市域全般に機能を提供する庁舎であ
ることから、現在掲揚されている本庁、三和支所、大
江支所と同様、夜久野支所にも国旗、市旗の掲揚柱の
設置が必要である。
■請願反対討論　
「住民合意のない掲揚には反対」 梶原　秀明
　ふれあいプラザの玄関には日章旗が掲揚されていま
す。200万円の予算措置をしてまで掲揚柱を設置する必
要はありません。また、この請願は請願者個人の請願
内容となっており、夜久野町のみなさんの合意形成が
できているとは言えず、支所に掲揚しなければならな
い法的根拠も存在しないことから反対します。
■議決結果／採択

請願第4号　
みんながよろこび北近畿に誇れる新文化ホールになるよう見直しの賛否を問う住民投票を求める請願

■請願者／足立　直敬 氏 ほか7人 
■目　的／さまざまな地域から人が集まり、みんながよ
ろこび北近畿の中心都市として誇れる新文化ホールとなる
よう立ち止まり見直しの賛否を問う住民投票を求める。
■請願賛成討論　
「住民投票をすべき」 塩見　聡
　請願の意味は、あまりにも市民を見ずに進んでいる
市長と行政に対して、住民投票という形で「直接意見
を言いたい、思いを伝えたい」です。議員は市民の代
表であり、市長の代弁者ではありません。議員は賛
成し市民の意思表明ができる場を作らなければならな
い。
「8286筆の署名の重みを感じて」 足立　治之
　新文化ホールを見直す会は、市民の生の声である
8286筆の署名を集められました。この署名には大きな
意味があり、議会と執行部との議論、議会内での議論
がいかに不十分であったか露呈した。議会は真摯な態

度で市民の声に耳を傾けることをおろそかにしてはなら
ず、この請願の願意に心から賛意を表明いたします。
「対話から始まるまちづくりを」 小瀧　真里
　元来、施策とは市民にとって必要不可欠な課題解決
を実現するものである。よって、事業のスタートライ
ンにおいて対話という営みが必要となる。多くの市民
がより多くの対話を切望しており、その切望が今回の
請願につながった。市民のためのまちづくりとはどう
あるべきかを今こそ原点にもどり、考え直さなければ
ならない。
「住民投票の権利は保障されるべき」 中村　初代
　市長は新文化ホールの計画を大幅に見直すと記者発
表を行った。市民の声を聞いて、再検討するというの
であれば、今こそ住民投票を実施して、直接市民の意
思を問うことが必要である。住民投票は地方自治法第
74条により、直接参政権が認められている市民にとっ
ての権利であり、その権利は保障されるべきである。
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議案に対する討論

議第102号から議第144号まで　（議第131号を除く）　令和6年度一般会計予算　ほか

反 対 （議第102・130号）
「住民投票を回避するためのポーズ」	 塩見　聡
　採決の前日に突然市長から「新文化ホール計画の機
能、規模、場所を見直す」と発表があった。現在計上
されているのは見直す前の計画を基にした予算であ
り、見直すなら取り下げて修正すべき。それをしない
ということは住民投票を回避するためだけのポーズ。

反 対 （議第102号）
「市長は住民投票を避けた行為だ」	 荒川　浩司
　住民投票条例採決の前日に市長は、文化ホール整備

計画の“全面見直し”を表明した。これは議会で軽視と事
前審査に値する行為である。また議員が採決反対しや
すい状況を作るとともに住民投票そのものを避けるた
めの行為である。そもそも今回の住民投票の目的は、
「見直しの賛否」について市民の声を聴いて欲しいこ
とにある。

反 対 （議第102・111号）
「法令を尊重した予算編成を」	 吉見　純男
　一般会計予算では、平成29年に地方公務員法が改正
され、専門的知見を有するとした根拠に基づき自治会
長を非常勤特別職の地方公務員として任用することは

※掲載文は、討論内容をもとに各議員が作成しています。

議会から国へ意見書 3月定例会において2件の意見書を可決し、国へ送付しました。

◦介護・障害福祉従事者の処遇改善と人材確保を求める意見書
◦緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書 詳しくは

こちらから▶

請願第5号　福知山市新文化ホール整備事業の推進に関する請願

■請願者／谷垣　修身 氏 ほか16人 
■目　的／令和4年12月に策定された「福知山市新文化
ホール基本構想」および令和5年7月に策定された「福
知山市新文化ホール基本計画」を基本としつつ、今後
も市民との対話を継続しながら、前向きに事業を進め
ることを求める。    
■請願賛成討論　
「防災機能を備えた新文化ホールを」 片山　正紀
　新たに整備される新文化ホールは、浸水リスクが懸
念される多くの住民の方々の緊急避難所としてもその
役割を担う必要があるため、今後の整備計画の見直し
に際し、施設規模の拡充、ならびに充実に向けた積極
的かつ責任ある取り組みに大きな期待を寄せ、本請願
に賛成する。
■請願反対討論　
「市民は600席を望んでいない」 塩見　聡
　市が行ったアンケート結果から分かるように600席へ
の縮小を市民は望んでいない。また短期間で8286人も

の署名を集めた圧倒的なふわっとした民意を尊重すべ
き。なにより「議員は市民の代表であり、市長や行政
の代弁者ではない」民意と逆を望む本請願には反対。
「新文化ホール推進の意味について」 足立　治之
　「新文化ホール計画策定事業」は、昨年の9月定例会
で付帯決議付きではありますが、議決され、粛々と計
画は進められています。見直せという声が強くなって
きたからとの理由によりこの請願は出てきているよう
ですが、その根の部分は見直す会の意見と同様に思え
この請願者の願意には添えず、反対といたします。
「建設予定地の固定は時期尚早」 梶原　秀明
　建設予定地などの大きな変更は認めるわけにはいか
ないとありますが、多数の台数が止められる近隣の駐
車場は確保できていません。また、今の厚生会館跡地
に建てるとなれば、敷地面積も限られ多くの制約がか
かります。今の段階で建設予定地を固定するのは市民
的な合意も得られず時期尚早です。
■議決結果／可否同数、議長裁決により採択

■請願反対討論　
「改めて市民の意見を聞き再検討」 吉見　茂久
　進めている新文化ホール整備事業を、立ち止まり見
直しの賛否を問う住民投票条例制定を求める8286人の
署名が提出された。市長は、基本構想の理念は大切に

し、新文化ホールの規模、機能、場所などを改めて市
民の皆さまの意見を聞き再検討したいと発表。このこ
とを踏まえ本請願の願意は満たされたと理解し、反対
する。
■議決結果／可否同数、議長裁決により不採択
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同法3条に抵触する。同和対策特別措置法失効後も特別
施策が予算化されていることから反対。後期高齢者医
療事業予算は、受けられる医療が差別される制度のた
め反対。

賛 成 （議第102号から議第114号・議第127号・議第
132号から議第134号）

「適切に予算編成されており賛成だ」	 森下　賢司
　令和6年度当初予算は、一般会計ではあらゆる分野に
目配せした予算編成だ。特別会計や企業会計も、厳し
さが増す状況においても持続可能な運営や市民のライ
フラインを守る堅実な運営が望まれる中、適切に予算
編成がされており賛成だ。令和5年度補正予算も、市民
の命と暮らしを守るための補正予算と認められる。

福知山市議会議長不信任決議について

反 対
「議長判断による全協対応は可」	 岡野　天明
　会期中に市長から議長に対して、重要事項について
申し入れがあり、議長判断において全議員協議会を招
集・開催し、全議員に対して市長からの説明・報告の
機会を設けたことは問題はないと判断する。また、疑
義がある場合は、全議員協議会が開催される前に、事
前に議長に申し入れを行い協議する時間は取れたもの
と思慮する。

反 対
「議長不信任決議案には該当しない」	 大谷　洋介
　議長は、市長から、全議員へ重要な報告があるとの
申し出を受け、議長権限で全議員協議会を開催するこ
とを決定した。異論があれば、開催前に議長に申し出
るべきである。市長からの再検討の発言は、住民の思
いを満たすものである。

賛 成
「議長の対応は市長に加担している」	 荒川　浩司
　3月27日「新文化ホール見直し」採決の前日に、全議
員協議会の場で、市長に対して明日の採決に影響のな
い範囲での説明を要望された。しかし27日の反対討論
である議員が「昨日の市長説明の中でも、市長が見直
しと言っておられます。」との発言があり、正しく事
前審査となっており、この行為の責任は議長退任が相
応しい。

賛 成
「議長は公正な本会議運営を」	 吉見　純男
　議事について賛否が可否同数の時は議長が裁決権を
行使するに当たり、現状を維持することが適当とする
現状維持の原則がある。議長は3月27日の本会議運営に
当たり、新文化ホール建設構想に係る請願2件について
賛否が可否同数となった際に、現状維持の原則から逸
脱した裁決権を行使した。違法ではないが公正さを欠
く。

市会発意第2号　緊急事態に対応できる法令等の整備を求める意見書

反 対
「緊急事態条項改憲への危険」	 吉見　純男
　意見書は「緊急事態に対応できる法令等の整備」を
求めているが、憲法審査会における緊急事態概念の一
つに外部からの武力攻撃が挙げられている。緊急事態
法は、陸海空軍の保持を禁じ国の交戦権を認めないと
した憲法9条2項の削減や、内閣に立法権を認め緊急政
令の制定を認める緊急事態条項改憲へとつながる危険
があり賛成できない。

賛 成
「論点整理し、国民に分かりやすく」	 藤本　喜章
　我が国は自然災害など緊急事態には災害対策基本法
や新型コロナウイルス感染症等対策特別法などで対応
してきた。今後、より重大な緊急事態が発生した場
合、従来の法体系では対応できない恐れがある。国民
の命と生活を守るには法令など、多岐にわたる論点整
理し、国民に提示し、理解を得た上でその整備に取り
組むとあり、賛成とする。

市会発議第2号　福知山市新文化ホール整備事業に関する住民投票条例の制定について

反 対
「見直しが表明されたので必要ない」	 髙橋　正樹
　本提案は、現行の新文化ホール整備事業の見直しの
賛否を問うものだが、行政側からは、住民投票条例制
定の対象となる新文化ホール整備事業を見直す意思が
すでに表明され、住民投票条例で賛否を問うべき対象
はもはやない。住民投票条例制定の必要性がないこと
はどのような理由をつけても明白であり、賛成できな
い。

賛 成
「費用を掛けずに身を切る改革を」	 岩﨑　崇央
　市長選挙と住民投票を別々に行うと4千万円の無駄な
経費が発生します。

　物価の高騰など、国民の生活は一向に良くなりませ
ん。無駄な経費を発生させることは、止めるべきで
す。行政の無駄を省き、行財政改革を進める身を切る
改革の観点からみても市長選挙と住民投票を同日に実
施すべきであり賛成。

賛 成
「市長選と住民投票は同日が重要」	 足立　治之
　今年は、6月9日に市長選が控えており、三期目を迎
える市長への評価として新文化ホールの見直しの賛否
を問う住民投票を同日に実施することは、経費面から
考えても実施しないという選択肢は見当たりません。
また、市長選挙の重要な争点となり、投票率も格段に
上がり、また別々に実施するよりも経済的であり、心
より賛同します。
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議第103号 令和6年度国民健康保険事業特別会計予算
議第104号 令和6年度国民健康保険診療所費特別会計予算
議第105号 令和6年度と畜場費特別会計予算
議第106号 令和6年度宅地造成事業特別会計予算
議第107号 令和6年度休日急患診療所費特別会計予算
議第108号 令和6年度福知山都市計画事業石原土地区画整理事業特別会計予算
議第109号 令和6年度介護保険事業特別会計予算
議第110号 令和6年度下夜久野地区財産区管理会特別会計予算
議第112号 令和6年度水道事業会計予算
議第113号 令和6年度下水道事業会計予算
議第114号 令和6年度病院事業会計予算
議第115号 福知山市財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部改正
議第116号 福知山市消防手数料条例の一部改正
議第117号 福知山市国民健康保険条例の一部改正
議第118号 福知山市消防団員等公務災害等補償条例の一部改正

議第119号 福知山市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正

議第120号 福知山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例の一部改正

議第121号 福知山市介護保険条例の一部改正
議第122号 福知山市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例等の一部改正
議第123号 福知山市病院事業の設置等に関する条例の一部改正
議第124号 福知山市教育集会所条例の一部改正

議第125号 福知山市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部改正
議第126号 福知山市水道事業給水条例の一部改正
議第127号 財政調整基金の繰入れ
議第128号 第2次福知山市自殺対策計画の策定
議第129号 福知山市過疎地域持続的発展市町村計画の変更
議第131号 令和5年度一般会計補正予算（第9号）
議第132号 令和5年度一般会計補正予算（第10号）
議第133号 令和5年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号）
議第134号 令和5年度休日急患診療所費特別会計補正予算（第2号）
議第135号 福知山市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例の制定
議第136号 福知山市職員の定年等に関する条例の一部改正
議第137号 福知山市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正
議第138号 福知山市温水プール条例の廃止
議第139号 工事請負契約の変更（六人部地域公民館・体育館大規模改修工事）
議第140号 物品の取得（小学校教師用指導書）
議第141号 財産の無償貸付（旧有仁小学校の建物・土地）
議第142号 財産の無償貸付（旧三岳青少年山の家建物・土地）
議第143号 市道の認定及び路線変更
議第144号 福知山市税条例の一部改正
議第145号 人権擁護委員の候補者の推薦（田

た

中
な か

 久
ひ さ

志
し

 氏）

議第146号 人権擁護委員の候補者の推薦（松
ま つ

田
だ

 昇
しょう

司
じ

 氏）

市会発議第1号 福知山市議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定
市会発意第1号 介護・障害福祉従事者の処遇改善と人材確保を求める意見書

■全員賛成で可決・同意となった議案

3月定例会の議決結果について

議
決
結
果

福知山市
議会公明党

日本共産党
市会議員団 蒼士会 無所属・

維新議員団 新政会 対話の時代
地域政党

「ふくちやま・
市民の声」

大
谷
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足
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吉
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吉
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初
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明

髙
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正
樹

野
田
　
晋
介

藤
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森
下
　
賢
司

塩
見
　
　
聡

岩
﨑
　
崇
央

中
嶋
　
　
守

小
松
　
遼
太

岡
野
　
天
明

片
山
　
正
紀

井
上
　
雄
一

イ
シ
ワ
タ 

マ
リ

小
瀧
　
真
里

田
中
　
法
男

荒
川
　
浩
司

足
立
　
治
之

小
原
　
彰
紀

議第102号 令和6年度一般会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × ×

議第111号 令和6年度後期高齢者医療事業特別会計予算 可
決 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議第130号 福知山市スポーツ推進計画（中間評価・
見直し）の策定

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第1号 国に対して、緊急事態に対応できる法令等
の整備を求める意見書提出に関する請願

採
択 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第2号 中等度以上の難聴者の補聴器購入に対す
る公的補助制度の実施に関する請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第3号 夜久野支所（ふれあいプラザ）の「国旗
と市旗の掲揚」に関する請願

採
択 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第4号
みんながよろこび北近畿に誇れる新文化
ホールになるよう見直しの賛否を問う住
民投票を求める請願

不
採
択
× × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × ー × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第5号 福知山市新文化ホール整備事業の推進に
関する請願

採
択 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 ー 〇 〇 〇 × × × × × ×

市会発議
第2号

福知山市新文化ホール整備事業に関する
住民投票条例の制定

否
決 × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

市会発意
第2号

緊急事態に対応できる法令等の整備を求
める意見書

可
決 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

福知山市議会議長不信任決議 否
決 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○：議案に対して賛成　×：議案に対して反対　－：棄権　　
※�田渕裕二議長（新政会）は、可否同数のため、請願第4号は不採択、請願第5号は採択と裁決しました。また、その他議案につきましては、議長職のため表決に加わっていません。
※足立伸一副議長（福知山市議会公明党）は、可否同数のため、福知山市議会議長不信任決議は否決と裁決しました。
※所属会派は、3月27日現在

会派別議員名（議決結果）

議　案

■議員別賛否一覧 （賛否が分かれた議案のみ賛否状況を記載しています）
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問
　
市
長
選
挙
と
同
時
に
住

民
投
票
が
で
き
な
い
場
合
に

余
計
に
か
か
る
費
用
は
。

答
　
条
例
に
委
任
さ
れ
る
規

則
な
ど
詳
細
が
固
ま
っ
て
い

な
い
た
め
、
現
時
点
で
の
算

定
は
難
し
い
。

問
　
事
前
に
通
告
し
て
い
る

の
で
出
し
て
も
ら
い
た
か
っ

た
。
お
そ
ら
く
人
件
費
を
含

め
3
千
万
か
ら
4
千
万
く
ら

い
で
は
な
い
か
。
こ
の
住
民

投
票
は
注
目
度
も
高
く
日
程

的
に
も
そ
こ
ま
で
無
理
は
な

い
。
同
時
に
で
き
る
見
込
み

か
。

答
　
諸
手
続
き
が
必
要
に
な

る
た
め
日
数
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
投
票
所
入
場
券
の
作
成
、

発
送
、
広
報
ふ
く
ち
や
ま
の

特
集
号
の
作
成
配
布
、
投
票

用
紙
、
不
在
者
投
票
用
紙
の

封
筒
の
作
成
な
ど
約
2
カ
月

を
要
す
た
め
、
公
正
か
つ
適

正
に
同
時
投
票
事
務
を
行
う

の
は
非
常
に
難
し
い
。

（
選
挙
管
理
委
員
長
）

問
　
多
額
の
費
用
と
市
長
選

か
ら
2
週
間
後
く
ら
い
に
再

度
投
票
と
な
ら
な
い
よ
う
身

を
切
る
改
革
を
す
べ
き
、
市

長
の
意
気
込
み
は
。

答
　
仮
に
、
条
例
案
が
成
立

す
れ
ば
、
条
例
案
に
よ
る
と

市
長
は
協
議
に
よ
り
選
挙
管

理
委
員
会
に
委
任
す
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
最
大
限
の

努
力
で
適
正
か
つ
迅
速
に
投

票
に
か
か
る
事
務
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。
（
市
長
）

新文化ホールの見直しを求めるチラシ

その他の質問

・北近畿の中心都市と新文化ホール
・政策決定と合意形成の流れについて

市長選と住民投票の同時選挙は
同時の実施は難しい

Q
A

　　　　　　無所属・維新議員団

塩
し お

見
み

　　聡
さとる

  議員

ここが聞きたい！  3月定例会ここが聞きたい！  3月定例会
代 表 質 問代 表 質 問
各会派から7議員が質問に登壇！各会派から7議員が質問に登壇！質問議員

※所属会派は3月27日現在
※掲載内容は、質問内容をもとに各議員が作成しています。
※答弁者が同一の場合は、最後の答弁にのみ記載しています。
※質問・答弁・写真・資料などは、議員が代表質問を行った時点のものであり、

発行日までの間に、状況に変化がある場合もありますので、ご了承ください。

録画配信中！
代表質問の録画配信は、
各議員の二次元コード
からご覧になれます

スマートフォンからスマートフォンから
ご覧になれますご覧になれます

１．無所属・維新議員団

塩
しお

見
み

　　聡
さとる

  議員
２．新政会

中
なか

嶋
じ ま

　　守
まもる

  議員
３．対話の時代

田
た

中
なか

　法
のり

男
お

  議員
４．地域政党「ふくちやま・市民の声」

足
あ

立
だち

　治
はる

之
ゆ き

  議員

５．福知山市議会公明党

大
おお

谷
た に

　洋
よう

介
す け

  議員
６．日本共産党福知山市会議員団

吉
よし

見
み

　純
すみ

男
お

  議員
７．蒼士会

森
もり

下
し た

　賢
けん

司
じ

  議員 Q：代表質問と一般質問は何が違うの？
 A：代表質問は、会派を代表し、市政の

運営方針や主要課題など政策レベル
での問題点や将来に対する方針など
について所信を資するものです。一
方、一般質問は、議員の調査・研
究、自身の考えをもとに、行政に対
して政策を問うものです。

教えて
ドッコちゃん！ 福知山市

イメージキャラクター
ドッコちゃん
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春の福知山城

その他の質問

・大橋市政2期目を振り返って
・ラーニングイノベーション・プロ

ジェクトの成果と課題、今後の展望
を問う

お城を快適に楽しく拝観するには
環境や整備に努め安全に誘導する

Q
A

　　　　　　新政会

中
な か

嶋
じ ま

　　守
まもる

  議員

問
　
地
域
計
画
の
内
容
は
。

答
　
農
業
者
の
減
少
や
耕
作

放
棄
地
が
拡
大
す
る
中
、
農

地
の
集
約
化
な
ど
に
向
け
た

取
り
組
み
を
加
速
化
す
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
地
域
計
画
の
本
旨
は
。

答
　
地
域
農
業
の
担
い
手
が

今
後
減
っ
て
い
く
状
況
へ
の

対
応
策
と
し
て
、
地
域
の
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
農
地
を

継
続
的
に
利
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
地
域
計
画
の
目
的
は
。

答
　
地
域
の
農
業
者
が
地
域

農
業
の
現
状
と
課
題
を
把
握

し
、
自
分
た
ち
で
主
体
的
に

考
え
「
地
域
農
業
の
課
題
に

ど
う
取
り
組
む
か
」
を
明
確

に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

問
　
目
標
地
図
と
は
。

答
　
将
来
も
農
地
と
し
て
守

る
べ
き
範
囲
に
つ
い
て
一
筆

ご
と
に
農
業
を
担
う
者
、
ま

た
は
将
来
の
利
用
者
を
明
確

化
し
た
地
図
で
あ
る
。

問
　
目
標
地
図
と
利
用
権
設

定
の
関
係
は
。

答
　
目
標
地
図
に
資
す
る
場

合
に
お
い
て
設
定
で
き
る
。

問
　
地
域
計
画
の
区
域
に
つ

い
て
本
市
の
実
施
状
況
は
。

答
　
市
内
を
12
ブ
ロ
ッ
ク
に

分
け
て
、
農
業
委
員
・
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
中

心
に
策
定
に
向
け
て
進
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

（
産
業
政
策
部
長
）

京都府農林水産部・
京都府農業会議発行のチラシ

その他の質問

・認知症基本法の推進の方策は
・個別避難計画の策定の状況は
・稼げる観光戦略のあり方は

農業の未来を考える地域計画とは
将来の農地利用を明確化するもの

Q
A

　　　　　　対話の時代

田
た

中
な か

　法
の り

男
お

  議員
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問
　
地
域
の
問
題
を
事
細
か

に
行
政
が
解
決
す
る
こ
と
が

必
要
か
否
か
を
考
え
る
時
期

に
来
て
い
る
と
考
え
る
。
地

域
課
題
は
多
種
多
様
で
あ
り

痒
い
所
に
手
が
届
か
な
け
れ

ば
不
満
が
出
る
。
行
政
側
は

市
民
の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い

き
れ
て
い
な
い
。
地
域
の
こ

と
は
、
地
域
に
任
せ
、
自
主

的
な
活
動
の
手
助
け
を
す
る

こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

答
　
地
域
づ
く
り
組
織
の
設

立
に
当
た
っ
て
は
、
行
政
が

主
導
す
る
の
で
は
な
く
住
民

課
題
へ
の
気
付
き
と
主
体
的

な
取
り
組
み
を
尊
重
し
つ
つ
、

地
域
の
実
情
と
思
い
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

問
　
自
治
会
単
位
の
「
さ
さ

え
あ
い
」
活
動
の
広
が
り
へ

の
働
き
か
け
は
。

答
　
今
後
、
さ
ら
に
取
り
組

み
を
広
げ
る
た
め
に
地
域
へ

の
働
き
か
け
と
と
も
に
、
活

動
支
援
の
拡
充
予
算
を
計
上

す
る
。
（
福
祉
保
健
部
長
）

問
　
少
子
高
齢
化
や
財
政
の

先
細
り
を
鑑
み
、
行
政
に
頼

ら
な
い
自
治
会
単
位
の
意
識

の
確
立
が
重
要
で
は
。

答
　
安
全
安
心
な
生
活
を
送

る
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

チ
ー
ム
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
が
必
要
と
考
え
支
援
を
継

続
し
つ
つ
、
ま
ち
づ
く
り
人

材
を
増
や
し
た
い
。

（
地
域
振
興
部
長
）

地域の支え合いこそが地域を守る

その他の質問

・「まちづくり構想福知山」に掲げる生活の質
を高める文化芸術活動の振興について
・	農地保全・耕作放棄地（荒廃農地）に対する

市の考え方について
・	森林環境譲与税に係る市の方針について

行政主導型地域問題の解決策は
地域主導となるよう伴走する

Q
A

　地域政党「ふくちやま・市民の声」

足
あ

立
だ ち

　治
は る

之
ゆ き

  議員

救援に徹する本市の緊急消防援助隊員

その他の質問
・台風7号による土砂災害を受けての今後の対応について
・学校施設の老朽化対策・防災機能強化の推進について   
・がん治療の外観ケアのためのウィッグ購入公費助成について
・HPVワクチン　キャッチアップ接種について
・中学校での献血教育推進について
・インフルエンザの長期流行について

能登地震を経た本市の地震対策は
教訓と経験から対応を検討したい

Q
A

　　　　　　福知山市議会公明党

大
お お

谷
た に

　洋
よ う

介
す け

  議員
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活性炭除去装置設置予定の芦渕浄水場

その他の質問
・住民福祉増進の立場で事業棚卸により統廃合

された事業の見直しを
・民間活用から住民活用へ、公共施設マネジメ

ントにおける施設の利活用方針の見直しを
・市民要望を反映した新文化ホールの建設を

水道水の有機フッ素化合物対策は
芦渕浄水場に除去設備を予算化

Q
A

　　　日本共産党福知山市会議員団

吉
よ し

見
み

　純
す み

男
お

  議員

問
　
現
在
の
家
庭
ご
み
の
分

別
方
法
の
評
価
と
課
題
は
。

答
　
ご
み
の
減
量
と
資
源
化

に
寄
与
し
て
お
り
、
今
後
も

現
行
の
分
別
区
分
を
維
持
し

た
い
。
一
方
、
介
護
が
必
要

な
高
齢
者
の
中
に
は
、
早
朝

の
ご
み
出
し
や
分
別
に
困
難

さ
を
抱
え
る
人
も
い
る
。
こ

れ
ら
の
人
へ
の
支
援
が
課
題

で
あ
る
。

問
　
分
別
が
十
分
で
な
い
た

め
に
回
収
さ
れ
ず
、
地
元
自

治
会
の
負
担
に
な
る
場
合
も

あ
る
が
、
高
齢
者
に
分
か
り

や
す
い
分
別
に
な
っ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
多
少
分

別
が
不
完
全
で
も
収
集
す
る

対
応
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答
　
カ
ラ
ー
刷
り
イ
ラ
ス
ト

を
使
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
在

宅
医
療
ご
み
や
使
用
済
み
紙

お
む
つ
な
ど
の
不
燃
物
も
燃

え
る
ご
み
と
し
て
い
る
。
市

民
に
定
着
し
た
分
別
方
法
の

見
直
し
や
緩
和
は
適
切
で
は

な
い
。

問
　
集
積
所
へ
の
ご
み
出
し

が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
が
い
る
家
庭
に
、
戸

別
収
集
の
検
討
は
で
き
な
い

か
。

答
　
対
象
世
帯
の
決
定
や
受

益
者
負
担
の
あ
り
方
な
ど
、

福
祉
部
局
と
の
検
討
が
必
要
。

ご
み
収
集
業
者
の
確
保
も
課

題
だ
。
今
後
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
中
間
見
直
し

の
中
で
必
要
な
支
援
を
検
討

し
た
い
。（

市
民
総
務
部
長
）

地域の努力で管理されている家庭ごみ集積所

その他の質問
・「幸せを生きる　新時代・福知山づ

くり浸透予算」を考える
・福知山公立大学の組織改編計画を考

える
・大橋市政2期目の市長公約を振り返

る

高齢者に優しい家庭ごみ分別は
必要な支援を検討していく

Q
A

　　　　　　蒼士会

森
も り

下
し た

　賢
け ん

司
じ

  議員
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委 員 会 活 動 報 告
産業建設委員会

管
内
視
察
・
出
張
委
員
会

活
動
日

１
月
22
日
㈪

○
三
和
荘
改
修
工
事
の
視
察

４
月
１
日
に
民
間
の
活
力
も
入
れ

な
が
ら
市
直
営
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
三
和
荘
に

つ
い
て
、
改
修
工
事
の
進
捗
な
ど
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
外
観
を
中
心

に
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
拠
点
施
設
、
そ
し
て
地
域
外
か
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
や
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
集

客
・
宿
泊
施
設
と
し
て
も
重
要
な
三

和
荘
の
現
状
を
把
握
し
ま
し
た
。

○
三
和
荘
活
用
推
進
協
議
会
と
意
見

交
換

地
域
協
議
会
や
自
治
会
な
ど
三
和

地
域
の
住
民
ら
で
組
織
さ
れ
る
三

和
荘
活
用
推
進
協
議
会
の
4
人
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
三
和
荘
は

地
域
拠
点
施
設
と
し
て
地
域
要
望
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
施
設
と
な
っ
た
、

と
の
こ
と
で
し
た
。
委
員
か
ら
は
拠

点
施
設
だ
か
ら
集
客
を
疎
か
に
し
て

い
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
集
客

に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
い
う
意
見

も
出
ま
し
た
。
今
後
一
層
地
域
や
近

隣
の
長
田
野
工
業
団
地
ア
ネ
ッ
ク
ス

京
都
三
和
と
連
携
し
な
が
ら
地
域
の

活
性
化
に
寄
与
す
る
拠
点
と
な
っ
て

い
く
よ
う
に
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

出
張
委
員
会

活
動
日

２
月
９
日
㈮

○
福
知
山
観
光
協
会
と
意
見
交
換

コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受
け
た
観
光

業
界
。
大
河
ド
ラ
マ
放
映
前
後
、
コ

ロ
ナ
禍
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
、
旧

３
町
も
含
め
現
状
と
今
後
の
観
光
振

興
に
つ
い
て
、
会
長
や
事
務
局
長
な

ど
6
人
と
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し

た
。
京
都
北
部
７
市
町
の
海
の
京
都

広
域
観
光
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国

人
旅
行
客
）
観
光
、
福
知
山
市
や
民

間
と
の
連
携
や
観
光
予
算
、
専
門
人

材
育
成
、
観
光
振
興
の
ビ
ジ
ョ
ン
や

計
画
に
つ
い
て
な
ど
、
多
く
の
議
題

で
意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

三和荘改修工事の視察
三和荘活用推進協議会、福知山観光協会との意見交換

活
動
日

１
月
24
日
㈬

出
張
委
員
会
開
催
場
所

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま

介
護
・
福
祉
人
材
の
確
保
に
つ
い
て

出
張
委
員
会
の
中
で
、
ま
ず
、
一

般
社
団
法
人　
福
知
山
民
間
社
会
福

祉
施
設
連
絡
協
議
会
（
以
下　
福
施

連
協
）
が
直
面
す
る
課
題
な
ど
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

本
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
福
施

連
協
が
運
営
主
体
と
な
り
介
護
人
材

の
現
任
者
研
修
を
実
施
す
る
た
め
の

介
護
・
福
祉
人
材
養
成
セ
ン
タ
ー
が

平
成
27
年
度
に
開
設
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
の
研
修
成
果
で
３
０
０
人
近
い

介
護
福
祉
士
の
合
格
者
誕
生
に
つ
な

げ
て
い
る
。
当
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、

運
営
に
係
る
補
助
と
し
て
本
市
か
ら

家
賃
、
光
熱
水
費
の
支
援
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
国
か
ら
小
規
模
法

人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
協
働

推
進
事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
い
た

が
、
今
年
度
か
ら
交
付
対
象
か
ら
外

れ
、
今
後
の
対
策
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

次
に
、
福
施
連
協
加
盟
法
人
で
今

回
出
席
さ
れ
た
９
法
人
と
人
材
確
保

な
ど
の
現
状
や
課
題
、
要
望
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

介
護
・
障
害
福
祉
人
材
に
関
し
て

感
染
症
の
影
響
や
賃
金
の
課
題
な

ど
、
一
層
人
材
確
保
、
定
着
が
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
国
の
介

護
職
に
対
す
る
処
遇
改
善
が
あ
っ
た

が
、
介
護
職
以
外
に
相
談
員
や
看
護

師
、
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
職
種
で
運
営
が
成
り
立
っ
て
お

り
、
全
て
の
職
種
に
行
き
渡
っ
て
い

な
い
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
外
国
人

の
受
け
入
れ
に
、
必
要
な
住
居
確
保

へ
の
支
援
や
小
中
学
校
の
介
護
に
関

す
る
体
験
学
習
な
ど
福
祉
教
育
の
継

続
し
た
取
り
組
み
な
ど
多
く
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。
出
張
委
員
会
に
お
い

て
こ
う
し
た
現
状
を
共
有
で
き
、
今

後
、
さ
ら
な
る
介
護
・
障
害
福
祉
人

材
の
確
保
が
必
要
と
考
え
、
委
員
会

と
し
て
国
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
。

出張委員会を開催 介護・障害福祉現場を支える一般社
団法人 福知山民間社会福祉施設連絡協議会と意見交換

委 員 会 活 動 報 告
教育厚生委員会

福施連協と意見交換

４月１日にリニューアル予定の三和荘を視察

委
員
会
活
動
報
告
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皆さまの声を聞かせてください
第２０回 議会報告会・市議会と語ろう

「わいわいミーティング」

委 員 会 活 動 報 告

広報広聴委員会

第
20
回
議
会
報
告
会
「
市

議
会
と
語
ろ
う
『
わ
い
わ
い

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』」
を
、「
昼

の
部
」
と
「
夜
の
部
」
の
２

回
に
分
け
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
日

２
月
12
日

（
月・振
替
休
日
）

場　
所

市
民
交
流
プ
ラ
ザ

ふ
く
ち
や
ま

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
聴

き
、
今
後
の
議
会
活
動
や
市

政
に
反
映
さ
る
こ
と
を
目
的

に
、
議
会
か
ら
は
、
主
に
12

月
定
例
会
で
の
議
事
内
容
を

中
心
に
、
議
会
活
動
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
三
つ
の
グ
ル
ー

プ
（
総
務
防
災
、
教
育
厚
生
、

産
業
建
設
）
に
分
か
れ
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
活

発
な
意
見
交
換
を
し
た
後
に
、

各
グ
ル
ー
プ
の
ま
と
め
の
発

表
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
意
見
や
質
問
な
ど
を
掲

載
し
ま
す
。

総
務
防
災

テ
ー
マ

①
消
防
団
の
活
性
化

②
福
知
山
公
立
大
学
と
ま
ち

づ
く
り　
な
ど

い
た
だ
い
た
主
な
意
見
や
要
望

・
消
防
団
員
数
が
大
き
く

減
っ
て
い
る
、
も
っ
と
Ｐ

Ｒ
を
し
て
ほ
し
い
。

・
議
会
か
ら
消
防
団
活
動
支

援
に
対
す
る
政
策
提
言
を

出
さ
れ
た
が
成
果
、
検
証

な
ど
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い

る
の
か
。
な
ど
消
防
団
に

対
す
る
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。

教
育
厚
生

テ
ー
マ

①
子
育
て
・
教
育
・
福
祉
に

関
し
て

②
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま

ち　
な
ど

い
た
だ
い
た
主
な
意
見
や
要
望

・
民
生
児
童
委
員
や
自
治
会

長
な
ど
成
り
手
不
足
。

・
市
民
病
院
の
入
り
口
付
近

の
交
通
渋
滞
と
事
故
多
発

の
要
因
の
解
消
や
、
駐
車

場
発
券
機
の
位
置
が
高
く

車
窓
か
ら
手
が
届
か
な
い

の
で
改
善
を
望
む
。

・
市
民
病
院
の
設
備
な
ど
が
、

患
者
の
障
害
な
ど
に
対
応

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ

る
。
な
ど
、
幅
広
い
分
野

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
建
設

テ
ー
マ

①	

公
共
交
通
と
ま
ち
の
に
ぎ

わ
い

②	

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興 

な
ど

い
た
だ
い
た
主
な
意
見
や
要
望

・
フ
ク
レ
ル
の
集
客
は
、
効

果
は
予
定
通
り
な
の
か
。

・
現
在
進
ん
で
い
る
新
文
化

ホ
ー
ル
の
計
画
に
納
得
で

き
な
い
。

・
乗
車
券
事
業
に
つ
い
て
、

免
許
を
返
納
し
た
人
だ
け

優
遇
に
な
っ
て
い
る
の
は

お
か
し
い
。

・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
も
ま
た
来
た
い

と
思
え
る
よ
う
な
も
の
に

し
て
ほ
し
い
。

・
新
文
化
ホ
ー
ル
計
画
に
期

待
し
て
い
た
が
、
現
計
画

に
納
得
が
で
き
な
い
。
議

員
に
も
っ
と
情
熱
を
持
っ

て
こ
の
件
に
当
た
っ
て
ほ

し
い
。
な
ど
、
参
加
者
が

一
番
多
い
グ
ル
ー
プ
で
も

あ
り
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
い
た
だ
い
た
貴
重
な

ご
意
見
を
今
後
の
議
会
活
動

を
通
じ
て
市
政
に
反
映
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

本
市
議
会
で
は
「
議
会
報

告
会
・
市
議
会
と
語
ろ
う
」

を
１
年
間
で
団
体
の
方
向
け

と
一
般
の
方
向
け
の
２
回

行
っ
て
お
り
ま
す
。

意
見
交
換
さ
れ
た
い
団
体

の
募
集
を
随
時
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お　詫　び
ふくちやまし議会だより№134の記事
の中に誤りがありましたので、次のと
おりお詫びして訂正いたします。

７ページ
市民の皆さんからの請願審査　請願者

（誤）堀　明子 氏 →（正）堀　昭子 氏

委
員
会
活
動
報
告



令和５年度政務活動費を各会派へ精算交付

6月定例会 の予定
6月定例会の日程は、5月28
日開催（予定）の議会運営
委員会で決定します。詳し
くは、決定後、市議会ホー
ムページなどでお知らせし
ます。また、電話でのお問
い合わせは、市議会事務局
（0773-24-7031）まで

19　議会だより　No.144

報告書は
こちらから

録画配信は
こちらから

行
政
視
察
研
修
報
告
会
を
開
催

市
議
会
で
は
、
２
月
16
日
に
、

全
議
員
お
よ
び
市
民
・
市
職
員
を

対
象
に
「
行
政
視
察
研
修
報
告

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
は
、
会
派
に
よ
る

行
政
視
察
の
成
果
を
報
告
し
、
市

政
へ
の
反
映
や
政
策
提
言
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
５
年
度
第
２
回

目
の
報
告
会
で
、
12
月
か
ら
２
月

に
実
施
し
た
会
派
の
行
政
視
察

（
先
進
地
事
例
調
査
）
の
報
告
と

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
報
告
書
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、報
告
会
の
様
子
は
、同
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
委
員
会
等
の
録
画

配
信
」
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

議
長
記
者
会
見
を
開
催

～
本
会
議
場
の
音
響
映
像
機
器
の
更
新
～

開
催
日

２
月
21
日
㈬

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
き
、
議

会
か
ら
の
情
報
発
信
と
し
て
、
議
長

に
よ
る
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

内
容
は
、
老
朽
化
し
て
い
た
本

会
議
場
の
マ
イ
ク
や
カ
メ
ラ
、
制

御
機
器
な
ど
、
本
会
議
の
開
催
や

議
会
中
継
に
必
要
不
可
欠
な
機
材

の
更
新
が
完
了
し
、
令
和
６
年
３

月
定
例
会
か
ら
運
用
を
開
始
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。

ま
た
、「
市
民
に
開
か
れ
た
議

会
」
を
推
進
す
る
た
め
の
新
た
な

一
歩
と
し
て
、
今
回
の
更
新
に
併

せ
て
、
傍
聴
席
に
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
や
字
幕
表
示
モ
ニ
タ
ー
な

ど
、
傍
聴
者
の
聞
き
や
す
さ
、
分

か
り
や
す
さ
を
支
援
す
る
設
備
を

新
た
に
導
入
し
た
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

記
者
か
ら
は
傍
聴
席
の
新
た
な

設
備
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
あ

り
、
概
要
説

明
の
後
は
、

実
際
に
議
場

で
字
幕
表
示

の
様
子
な
ど

を
詳
し
く
取

材
さ
れ
ま
し

た
。

　令和５年度政務活動費を各会派へ交付しました。
　福知山市議会では、政務活動費として議員１人当たり年額18万円(令和５年度は５月改選のため
年額16万５千円)を限度とし、上半期と下半期の支払実績に応じた完全後払いで交付しています。
　また、政務活動の実績報告書、領収書、視察研修報告書の写しを市役所１階情報公開コーナー
および市議会のホームページで公開しています。
令和５年度政務活動費実績報告　【会派名・所属議員は令和６年３月１日現在】	  （単位：円）

会派名
福知山
市議会
公明党

日本共産党
福知山市会

議員団
蒼士会 無所属・

維新議員団
地域政党

ふくちやま 新政会
対話の時代
（福知山
未来の会）

無会派
（足立治之）

地域政党
「ふくちやま
・市民の声」

交付限度額 495,000 495,000 555,000 330,000 210,000 1,005,000 585,000 105,000 180,000
交付確定額 81,021 482,618 531,682 328,014 153,760 298,669 385,740 6,600 34,359

支 

出 

内 

訳

調査研究費 31,761 31,761 35,921 21,174 0 297,973 37,535 0 22,550
研修費 43,675 296,047 484,158 0 153,760 0 216,120 0 0
広報費 0 64,614 0 295,080 0 0 131,039 0 0
広聴費 0 0 0 7,580 0 0 0 0 0
会議費 0 0 0 0 0 0 0 0 9,250
資料作成費 0 87,116 113 0 0 696 1,046 0 2,559
資料購入費 5,585 3,080 11,490 0 0 0 0 6,600 0
事務所費 0 0 0 4,180 0 0 0 0 0

備　考
令和5年

5月22日・
11月1日
人数変更

令和5年
11月20日

解散

令和5年
5月15日
人数変更

令和5年
11月１日
人数変更・
会派名変更

令和5年
11月20日

解散

令和5年
11月20日
会派結成

３
月
議
会
は
、
令
和
６
年
度

１
年
間
を
ど
の
よ
う
な
予
算
付
け

で
行
財
政
運
営
を
行
う
か
（
当
初

予
算
）
を
決
め
る
大
事
な
議
会
で

す
。
予
算
審
査
の
模
様
は
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
生
で
視
聴
で

き
ま
す
し
、
数
日
後
に
録
画
視
聴

も
可
能
で
す
。
議
会
だ
よ
り
に

ギ
ュ
ッ
と
内
容
を
詰
め
込
ん
で
お

り
ま
す
が
、
計
20
時
間
以
上
質
疑

な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
全
て

は
伝
え
き
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
今
回

は
、
市
民
が
直
接
声
を
届
け
る
こ

と
の
で
き
る
請
願
審
査
も
５
件
あ

り
ま
し
た
。
代
表
質
問
に
関
し
て

も
熱
量
の
高
い
質
問
ば
か
り
で
す
。

ス
マ
ホ
で
も
ご
視
聴
可
能
で
す
。

よ
ろ
し
け
れ
ば
審
査
の
模
様
を
ラ

ジ
オ
感
覚
で
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
傍
聴
も
喜
ん
で
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
議
会
と
市
民
が

も
っ
と
身
近
に
な
る
よ
う
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
広
報
広
聴
委
員
会
）

編
集
後
記

新政会の報告

▲
政務活動費実績報告書

などはこちらから

新たに設置した字幕表示モニター

お
知
ら
せ
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子
ど
も
た
ち
の
宿
題
の

支
援
を
行
っ
て
い
る
宿
題
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し

ま
す
。
退
職
教
員
で
自
主
的

に
チ
ー
ム
を
組
み
、
活
動
を

始
め
て
12
年
。
会
場
と
な
っ

て
い
る
福
天
教
育
会
館
に
お

じ
ゃ
ま
し
て
、
セ
ン
タ
ー
長

の
大お
お

槻つ
き

良よ
し

夫お

さ
ん
（
元
小
学

校
教
員
）
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

始
め
ら
れ
た
き
っ
か

け
は

退
職
教
職
員
で
つ

く
っ
て
い
る
「
退
職

教
職
員
の
会
」
で
、
子
ど
も

た
ち
の
学
習
状
況
が
大
変
な

の
で
自
分
た
ち
で
学
習
に

「
つ
ま
づ
き
」
を
抱
え
た
子

ど
も
の
支
援
が
何
か
で
き
な

い
か
、
と
い
う
話
に
な
り
ま

し
た
。
そ
れ
な
ら
宿
題
を
み

る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
か

子
ど
も
の
学
習
支
援

を
す
る
の
と
あ
わ
せ

て
、
多
忙
な
先
生
た
ち
、
子

ど
も
の
勉
強
を
見
て
あ
げ
る

余
裕
の
な
い
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
支
援
す
る
の
が
目
的
で

す
。

　
あ
る
と
き
、
子
ど
も
が
た

く
さ
ん
質
問
す
る
の
で
「
担

任
の
先
生
に
質
問
せ
ん
の
」

と
尋
ね
た
ら
「
担
任
に
聞
け

る
く
ら
い
な
ら
、
こ
こ
に
は

来
ん
」
と
言
い
ま
し
た
。
学

校
現
場
は
教
師
不
足
で
先
生

た
ち
が
一
人
ひ
と
り
の
子
ど

も
た
ち
を
丁
寧
に
見
て
あ
げ

ら
れ
る
ゆ
と
り
が
な
か
な
か

持
て
ま
せ
ん
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
も
、
ほ
っ
と
一

息
つ
け
る
場
所
が
必
要
で
す
。

わ
が
ま
ま
も
出
ま
す
が
、
叱

ら
ず
に
諭
し
な
が
ら
教
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一
番
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
は

や
は
り
子
ど
も
の
成

長
が
感
じ
ら
れ
た
と

き
で
す
。
卒
業
し
た
あ
と
、

た
ま
た
ま
出
会
っ
た
保
護
者

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

い
た
と
き
は
う
れ
し
い
で
す
。

困
っ
て
い
る
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

一
時
は
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
た
ち
が
来
て

い
ま
し
た
。
一
番
多
い
時

で
36
人
、
10
の
小
学
校
か
ら

来
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
、
人
数

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
は
少
し
ず
つ
増
え
て
い
ま

す
が
、
も
っ
と
受
け
入
れ
人

数
を
増
や
し
た
い
で
す
。

今
後
の
展
望
は

ず
っ
と
続
け
て
い
き

た
い
で
す
が
、
私
た

ち
も
高
齢
化
し
て
き
て
い
る

の
で
指
導
者
の
継
承
が
必
要

で
す
。
学
校
に
ゆ
と
り
が
な

く
な
っ
て
き
た
の
で
、
退
職

し
て
ま
で
子
ど
も
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
方
が
あ
ま
り
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
い
つ
ま

で
も
続
け
て
や
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
地
域
の
声
も
強
い
の

で
、
続
け
ら
れ
る
限
り
頑
張

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
議
員
が
訪
問
し
取
材
し
ま
す
。

議会だより表紙の写真 ・ 議員訪問インタビュー「元気やで福知山！」の取材先を募集！  詳しくは、市議会事務局（TEL0773-24-7031）まで
（次回の議会だよりに掲載の有料広告も募集しています）

訪問した日はセンターの卒業式でした。二人の6年生がセン
ター長から卒業証書を受け取り、笑顔で巣立っていきました。

■
開
校
時
間

月
・
金
の
午
後
４
時
か
ら

５
時
半
ま
で

■
場
所

北
本
町 

福
天
教
育
会
館

（
２
２
－
２
１
３
４
）

■
会
費

月
額
２
０
０
円

■
連
絡
先

大
槻
良
夫
さ
ん

（
０
８
０
－
２
５
１
３
－

　
７
７
５
５
）

入
所
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
会
場
の
校
区
は
昭
和

小
学
校
で
す
が
他
校
区
で
も

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
遠
方
の
方
は
送
迎
を
お

願
い
し
ま
す
。

ゆったりと一人ひとりと関わります

今年度もがんばりました


